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の餌料海 藻 との関係な どを明 らか にしてゆく。
一方、北海 道の積 丹半島か ら渡 島半 島 にかけ
ての 日本海 沿岸 にお いて は、 サ ンゴモ 目紅藻
無節 サ ンゴモが優 占す るサ ンゴモ平原 が拡大
し、 キ タムラサ キウニが多数生息 す るに も拘
わ らず漁業 生産 が著 しく低下 す る"磯 焼 け分
現象 が1960年代か ら持続 してい る。 そ こで、
得 られ た個体群生態学 的知見に もとづ き、 ウ
ニの密度制御 によ ってサ ンゴモ平原 に大型海
藻群落 を形成 させ て、 その遷移過程 を明 らか
に し、漁場 としての回復 を図 る方策 を実証的
に明 らかにす る。 また、生殖巣 の量 的 な発達
が低下 し、漁獲対象 とされないサ ンゴモ平原
に生息す るキ タムラサキ ウニを資源 として効


























キ タム ラサキ ウニの生殖細胞 は、組織学的 には1月 か ら5月 に回復期か ら成長期へ 、6月

































3.浮 遊幼生 の出現 と底生稚仔 の加入
キ タム ラサキ ウニの浮遊幼生 は、9～10月の産卵期
に出現す る。海底地形 お よび植生 との関係 か ら、底生
稚仔 は主 と して無 節サ ンゴモが優 占す る水深3～9m
の安 定 した岩石地帯 に出現 し、満1歳 以降になると徐々
に生 息域を拡大 す ることが明 らか にな った。北海道南
西部 日本海沿岸 のキ タムラサキ ウニ底生稚仔 の加入密
度 は、前年9月 の水 温 との間に高 い正 の相 関が認 め ら
れ、20～23℃で高 く推移 す る ことが 明 らか にな った
(図.3)。近年 で は、1983年級群 の卓越 した加入 が認 め


























図39月 の 平 均 水 温 と 翌 年 出 現 した
底 生 稚 仔 の 密 度 の 関 係
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め られた(図4)。 また、 この ことは、高水温 によ り、浮遊 幼 生 の成 長 が速 く、 生 残 率 も高
















































































































































































図5北 海道南部 沿岸で卓越 した1983年級群 の
成長過程
福島:大 型褐藻群 落形 成域
奥尻 島:サ ンゴモ平原
5.摂 食活動
ホ ソメコ ンブを飽食量与 えた飼育実験 の結果、摂食量 と摂餌率 な らびに同化量 は4月 か ら
6月 にか けて最 も高 くな ることが分 か った。 この期間 に摂食 した餌料 は、幼体群 は殻 の形成
へ、成体群 は生殖巣 の発達 へ主 に向 け られ る。 しか し、1～2月 には低水温 によ り、7月 か
ら9月 には成熟 と産卵 の影響 によ り摂食量、摂餌率 な らびに同化量 は低下す る。 また、 摂 餌
率 は小型 の群 ほど周年高 い。生殖巣 の量 的な発達 が低下 したキ タム ラサキウニに、4月 か ら
8月までホ ソメコ ンブを給餌 す ると、初期 の20日間 で生殖巣が著 しく増大 し、2ヵ 月以 上給
餌す ることによ って生殖巣指数 は収穫基準 であ る18以上 に上昇す る ことが分か った。
野外 におけ摂食活動 は、生殖巣 の発達 と相関 して成長 期 に最 も活発 とな り、成熟 期 に低下
す る。 また、冬季 には、5℃ 以下の低水温 と強 い波浪 によ り摂 食活動 を停止 す る。0歳 群 は
付着珪藻 や小型海藻 を主 と して摂食す る発育段階であ るため、 深所 の着底場所 であ るサ ンゴ
モ平原 に周年生息す る。 これに対 して、1歳 以上の群 は、生殖巣 の発達段 階 と相関 した索 餌
活動 と波浪 の影響 によって明瞭な季節的深浅移動 を行 うことが明 らかにな った。す なわ ち、
4月か ら6月 には潮間帯か ら流出 した大型海藻が供給 され る深所 の無節 サ ンゴモ群落 へ、 流
れ藻 の供給 が低下す る7～10月には潮間帯 周辺の コンブ群落周辺 へ と移動 し、12～3月 には
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論 文 審 査 結 果 要 旨
北海道における岩礁域の主要な漁業対象種であるキタムラサキウニは,資源管理 と増殖が講 じられ
てきたにも拘わ らず,年 による生産変動 と漁場による生産格差が著 しく大きく,未だ安定 した漁業と
して確立 していない。この原因は,キ タムラサキウニ個体群の維持機構が漁場の特性 との関係で十分
明らかにされていないためであると考えられる。
本論文の著者は,上 記の観点に立ち,北海道南部沿岸の個体群を対象に,再 生産機構,生 殖巣の量







の加入量の年変動を調べ,加 入密度が前年9月 の水温と高い正の相関があ り,20～23℃で高 く推移す
ることを初めて明らかにした。また,成長率の季節変化を殻径の大 きさ群毎に把握し,野外個体群の
成長率が,餌 料となる海藻の種類と量に左右 されることを明らかにした。また,摂 食量の季節変化を












に対応 した漁業管理技術を作 り上げてい く必要性を指摘した。また,サ ンゴモ平原からウニを除去 し
て大型海藻群落の造成を行い,そ こを人工種苗および未利用 ウニの移植場 として活用するとともに,
除去 したウニを開放系養殖により集約的に管理することを組み合わせることによって,漁場の再生と
効率的な利用を図る漁業生産システムを確立できると考察した。
本研究によって,キ タムラサキウニの個体群維持機構を明らかにする上で多 くの新 しい生態学的知
見を得ることができた。また,広範囲に磯焼けが進行している北海道 日本海における漁業の方向性が
示された。よって,審査員一同は博士(農 学)の 学位を授与するに十分な価値があるものと判断する。
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